
45 アジ研ワールド・トレンドNo.230（2014. 12）

中
等
教
育
は
、
文
字
ど
お
り
、
初
等

教
育
と
高
等
教
育
の
中
間
に
位
置
す
る

教
育
段
階
で
あ
る
。初
等
教
育
は
、万
人

の
た
め
の
教
育（
Ｅ
Ｆ
Ａ
）、ダ
カ
ー
ル

行
動
枠
組
み
、
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標

（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）な
ど
で
重
視
さ
れ
て
き
て

お
り
、高
等
教
育
は
高
次
産
業
や
国
家

の
科
学
技
術
の
発
展
に
不
可
欠
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
。
他
方
で
、
中
等
教
育

（
特
に
後
期
中
等
教
育
）は
そ
の
名
の

示
す
よ
う
に
両
者
の
中
間
に
位
置
す
る

た
め
、
こ
れ
ま
で
は
必
ず
し
も
積
極
的

に
評
価
さ
れ
て
き
た
と
は
言
い
が
た
い
。

●
中
等
教
育
は
盲
点
か
？

基
礎
教
育
の
最
も
根
幹
を
形
成
す
る

初
等
教
育
を
重
視
す
る
路
線
は
、
直
近

で
見
積
も
っ
て
も
一
九
九
〇
年
の
Ｅ
Ｆ

Ａ
宣
言
か
ら
お
よ
そ
四
半
世
紀
間
継
続

さ
れ
て
き
て
い
る
。
初
等
教
育
重
視
は

中
等
教
育
開
発
を
運
命
論
的
に

0

0

0

0

0

要
請
す

る
。
そ
の
背
景
を
三
点
指
摘
し
た
い
。

第
一
に
、
初
等
教
育
普
及
が
進
み
、
就

学
率
・
卒
業
率
が
顕
著
に
増
加
し
て
き

た
（
図
１
・
２
）。
こ
の
こ
と
は
卒
業

者
の
絶
対
数
の
継
続
的
増
加
を
示
唆
す

る
。
彼
ら
が
次
に
進
む
の
は
中
等
教
育

で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
中
等
教
育
の
質

量
の
充
実
な
く
し
て
初
等
教
育
の
成
功

は
あ
り
得
な
い
。
第
二
に
、
中
等
教
育

の
整
備
拡
充
が
初
等
教
育
に

と
っ
て
も
そ
の
期
待
・
需
要
を

増
強
す
る
。
第
三
に
、
急
増
す

る
初
等
教
育
需
要
に
各
国
が
応

え
る
に
は
、
初
等
教
育
の
教
師

確
保
が
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
の

た
め
に
は
、
そ
の
国
で
持
続
的

に
、
少
な
く
と
も
後
期
中
等
教

育
以
上
の
学
歴
を
持
つ
人
材
の

養
成
が
必
要
と
な
る
。

た
し
か
に
中
等
教
育
就
学
率

は
途
上
国
全
体
で
徐
々
に
増
加

し
つ
つ
あ
る（
図
３
）。
し
か
し
、

初
等
教
育
就
学
率
の
先
進
国
・

途
上
国
格
差
が
五
％
（
図
１
）
ほ
ど
に

収
斂
し
て
き
て
い
る
の
に
対
し
、
中
等

教
育
の
そ
の
差
は
三
〇
％
程
と
未
だ
小

さ
く
な
い
状
況
で
あ
り
、
格
差
縮
小
に

む
け
た
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

●
中
等
教
育
の
性
格

西
欧
列
強
の
植
民
地
支
配
を
受
け
て

い
た
途
上
国
で
は
、
一
般
に
、
宗
主
国

の
高
等
教
育
機
関
の
移
入
に
よ
る
高
等

教
育
先
導
型
の
教
育
発
展
を
遂
げ
て
き

た
国
が
多
い
（
参
考
文
献
④
）。
教
育

は
一
部
の
エ
リ
ー
ト
（
官
僚
、
聖
職

者
）
に
提
供
さ
れ
、
そ
の
他
大
衆
に
は

ほ
ぼ
無
縁
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の

後
、
初
等
教
育
が
発
展
し
て
き
た
。
続

い
て
、
二
〇
世
紀
以
降
、
中
等
教
育
も

ま
た
大
衆
化
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

中
等
教
育
の
特
徴
は
、
初
等
教
育

で
基
礎
的
な
学
力
を
身
に
つ
け
た
生
徒

た
ち
が
よ
り
発
展
的
な
学
習
を
通
じ
て
、

豊
か
な
教
養
と
生
産
性
に
資
す
る
技
能

や
思
考
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
あ
る
。

前
期
課
程
（
中
学
校
）
は
初
等
教
育
と

並
ん
で
基
礎
教
育
の
構
成
要
素
と
し
て

図 1　初等教育の純就学率（1990 ～ 2012 年）

（出所）UIS Stat より筆者作成。

図 2　初等教育粗卒業率（1990 ～ 2012 年）

（出所）図 1と同じ。
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も
見
な
さ
れ
、
後
期
課
程
（
高
校
）
は

高
等
教
育
の
準
備
機
関
と
し
て
の
一
般

教
科
教
育
（
普
通
校
）
と
、
職
業
教
育

を
展
開
し
て
労
働
市
場
へ
の
接
続（tran-

sition

）
を
図
る
産
業
技
術
教
育
（
職
業

校
）
と
が
混
在
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
中
等
教
育
に
は「
選
択
」と「
専
門
化
」

の
プ
ロ
セ
ス
が
多
く

⑴
、
ま
た
初
等
教

育
・
高
等
教
育
、
さ
ら
に
労
働
市
場
と

接
続
し
て
お
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
リ
ン
ケ
ー

ジ
に
目
配
せ
し
な
が
ら
教
育
計
画
を
進

め
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。

中
等
教
育
は
、
多
感
で
吸
収
力
溢
れ

る
こ
の
時
期
の
子
ど
も
た
ち
の
人
格
形

成
に
と
っ
て
も
大

き
な
意
義
を
持
つ
。

思
春
期
・
青
年
期

は
そ
の
後
の
人
格
、

思
想
、
世
界
観
の

形
成
に
と
っ
て
決

定
的
な
意
味
を
持

ち
、自
己
や
他
者
・

周
辺
世
界
と
の
葛

藤
や
、
相
互
理
解

の
促
進
、
異
文
化

や
思
想
へ
の
寛
容

性
を
涵
養
す
る
時

期
で
あ
る
。
知
識

や
生
産
性
の
向
上

の
み
な
ら
ず
、
社

会
統
合
（social 

cohesion

）
や
民
主
主
義
を
目
指
す
う

え
で
も
中
等
教
育
の
果
た
す
役
割
は
大

き
い
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

●
中
等
教
育
が
開
発
に
果
た
す
役
割

中
等
教
育
に
は
、
開
発
に
対
し
て
豊

穣
な
役
割
や
機
能
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

経
済
成
長
の
関
連
研
究
で
は
、
一
九
六

〇
〜
九
五
年
の
約
一
〇
〇
カ
国
の
長
期

デ
ー
タ
分
析
を
行
い
、
中
高
等
教
育
が

経
済
成
長
と
正
に
相
関
し
て
い
る
こ

と
が
示
さ
れ
た
（
参
考
文
献
②
）。
ま

た
、
経
済
発
展
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
つ

れ
先
進
国
か
ら
技
術
が
流
入
す
る
も
の

の
、
途
上
国
で
は
受
け
入
れ
に
必
要
な

ス
キ
ル
が
育
っ
て
い
な
い
場
合
も
多
い

が
、
中
等
教
育
に
は
こ
の
ス
キ
ル
育
成

が
期
待
さ
れ
て
い
る
（
参
考
文
献
①
）。

ま
た
、
奇
跡
と
ま
で
称
さ
れ
た
東
ア
ジ

ア
の
発
展
の
陰
に
は
中
等
教
育
の
役
割

が
大
き
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
（
参

考
文
献
④
）。
今
日
の
世
界
は
知
識
経

済
・
知
識
社
会
化
し
つ
つ
あ
り
、
求
め

ら
れ
る
知
識
や
ス
キ
ル
は
中
等
教
育
と

の
関
わ
り
が
大
き
い
（
参
考
文
献
④
）。

経
済
以
外
の
領
域
に
も
中
等
教
育
は

深
く
関
連
す
る
。
例
え
ば
、
青
少
年
期

に
正
確
な
性
の
理
解
を
図
る
こ
と
は
、

意
図
せ
ざ
る
早
期
妊
娠
の
予
防
や
母
子

保
健
、
人
口
抑
制
に
貢
献
し
う
る
。
ま

た
、
寄
宿
舎
生
活
や
友
人
と
の
交
渉
、

ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
を
通
じ
て
、
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
立
、
周
囲
と
の
協

調
、
異
な
る
思
想
や
人
格
へ
の
包
容
な

ど
の
態
度
が
育
く
ま
れ
る
。
こ
れ
は
個

人
間
、
あ
る
い
は
よ
り
上
位
レ
ベ
ル
の

社
会
関
係
間
に
生
起
し
う
る
衝
突
や
紛

争
の
予
防
に
潜
在
的
に
つ
な
が
る
。

●
中
等
教
育
普
及
の
課
題

―
需
要
面
―

就
学
か
ら
継
続
的
学
習
を
経
て
卒
業

し
て
い
く
一
連
の
教
育
普
及
プ
ロ
セ
ス

を
考
え
る
う
え
で
、
教
育
が
需
要
さ
れ

な
け
れ
ば
何
も
始
ま
ら
な
い
。
こ
の
需

要
局
面
に
際
し
て
、
金
銭
的
、
非
金
銭

的
な
教
育
投
資
上
の
制
約
が
存
在
す
る
。

金
銭
的
制
約
は
、
ア
フ
ォ
ー
ダ
ビ
リ

テ
ィ
（aff ordability

）
と
し
て
し
ば

し
ば
言
及
さ
れ
る
も
の
で
、
貧
困
層
で

あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
こ
れ
は
低
い
。
教

育
に
は
コ
ス
ト
が
つ
き
も
の
で
あ
る

が
、
こ
れ
は
①
直
接
費
用
、
②
間
接
費

用
、
③
機
会
費
用
に
分
け
ら
れ
る
。
①

は
授
業
料
な
ど
学
費
、
②
は
制
服
や
給

食
・
教
材
・
実
習
費
で
あ
り
、
③
は
学

校
に
行
か
ず
に
働
い
て
い
れ
ば
得
ら
れ

た
で
あ
ろ
う
放
棄
所
得
（
の
確
率
的
見

込
み
値
）
と
い
う
経
済
学
で
は
な
じ
み

深
い
概
念
で
あ
る
。
途
上
国
で
は
、
家

内
労
働
や
共
同
体
的
慣
行
、
家
族
経
営

型
農
業
な
ど
で
子
ど
も
も
貴
重
な
労
働

力
と
見
な
さ
れ
う
る
。
こ
の
場
合
、
そ

の
労
働
力
を
犠
牲
に
し
て
学
校
に
通
わ

せ
る
こ
と
は
正
の
放
棄
所
得
を
意
味
し
、

コ
ス
ト
と
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

途
上
国
で
は
、
初
等
教
育
無
償
化
政

策
が
進
み
、
①
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ
化
さ
れ
て

き
て
い
る
が
、
中
等
教
育
無
償
化
は
普

遍
的
で
は
な
い
。
ま
た
、
無
償
化
は
必

ず
し
も
②
の
ゼ
ロ
化
を
意
味
す
る
と
は

限
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
中
等
教
育
適
齢

期
に
あ
る
青
年
の
③
は
初
等
教
育
段
階

以
上
に
大
き
い
だ
ろ
う
。
貧
困
家
計
は
、

ア
フ
ォ
ー
ダ
ビ
リ
テ
ィ
減
少
に
対
す
る

コ
ス
ト
感
応
性
が
高
い
。
極
貧
層
は
資

図 3　中等教育の純就学率（1998 ～ 2012 年）

（注）1998 年以前は途上国データが欠損。
（出所）図 1と同じ。
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産
制
約
・
信
用
制
約
に
し
ば
し
ば
直
面

し
、
一
時
的
に
で
も
コ
ス
ト
を
プ
ー
ル

す
る
術す

べ

を
持
た
な
い
。

支
援
策
の
一
例
と
し
て
奨
学
金
が
想

定
さ
れ
る
が
、
従
来
型
の
奨
学
金
は
し

ば
し
ば
目
的
ど
お
り
に
使
途
さ
れ
な

い
な
ど
の
リ
ス
ク
を
と
も
な
っ
て
き

た
。
こ
れ
に
対
応
し
た
最
近
の
現
金
給

付
策
は「
条
件
付
き
補
助
金
」（
Ｃ
Ｃ
Ｔ
）

で
あ
る
。
Ｃ
Ｃ
Ｔ
は
就
学
に
条
件
を
付

け
て
補
助
金
を
支
給
す
る
も
の
で
あ
る
。

メ
キ
シ
コ
財
務
副
大
臣
だ
っ
た
経
済
学

者
サ
ン
チ
ャ
ゴ
・
レ
ヴ
ィ
が
始
め
た
メ

キ
シ
コ
の
プ
ロ
グ
レ
サ
が
有
名
だ
が

⑵
、

他
に
も
ブ
ラ
ジ
ル
、
チ
リ
、
ホ
ン
ジ
ュ

ラ
ス
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
な
ど
ラ
テ
ン
ア
メ

リ
カ
地
域
や
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
を
中
心

に
類
似
の
制
度
が
事
業
化
さ
れ
、
今
や

途
上
国
各
地
で
実
施
さ
れ
、
そ
の
イ
ン

パ
ク
ト
評
価
が
分
析
さ
れ
て
い
る
（
現

金
給
付
政
策
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
本

誌
一
一
月
号
特
集
も
参
照
さ
れ
た
い
）。

条
件
付
け
の
な
い
奨
学
金
で
あ
れ
ば

受
け
取
っ
た
こ
と
で
生
徒
が
怠
惰
に

な
っ
た
り
、
遊
興
や
食
費
な
ど
教
育
外

用
途
に
生
徒
や
親
が
支
出
し
て
し
ま
う

可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、
Ｃ
Ｃ
Ｔ
の

画
期
的
な
側
面
は
、
こ
の
よ
う
な
可
能

性
を
回
避
で
き
、
就
学
に
条
件
づ
け
、

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
機
構
を
利
用
し
た
制

度
設
計
に
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。

効
果
に
関
し
て
は
、
メ
キ
シ
コ
の
プ

ロ
グ
レ
サ
を
例
に
取
る
と
、
前
期
中
等

教
育
就
学
を
高
め
（
特
に
女
子
）、
初

等
教
育
か
ら
中
等
教
育
へ
の
移
行
過
程

に
お
い
て
特
に
効
果
を
あ
げ
て
い
る
と

さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
初
等
教
育
修
了
に

対
し
て
も
大
き
な
効
果
を
も
た
ら
し
て

お
り
、
と
り
わ
け
女
子
に
対
し
て
奏
功

し
て
い
る
（
参
考
文
献
⑦
⑪
）。
こ
の

よ
う
な
政
策
ア
イ
デ
ィ
ア
は
Ｃ
Ｃ
Ｔ
の

他
に
も
給
食
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
が
あ
る
。

こ
れ
ら
を
通
じ
て
金
銭
的
制
約
を
緩
和

し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

他
方
、
非
金
銭
的
制
約
と
し
て
は
、

例
え
ば
親
や
周
囲
の
理
解
不
足
、
教
育

へ
の
期
待
や
興
味
の
喪
失
、
文
化
ご
と

に
異
な
る
教
育
の
解
釈
（
特
に
ジ
ェ
ン

ダ
ー
差
）
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
即

効
性
の
あ
る
介
入
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
す

こ
と
は
金
銭
的
制
約
以
上
に
難
し
い
と

考
え
ら
れ
る
が
、
ひ
と
つ
に
は
教
育
に

対
す
る
主
観
的
な
低
い
期
待
や
評
価
が

起
因
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

仮
想
的
に
例
え
ば
図
４
の
よ
う
な
状

況
を
模
式
的
に
想
定
し
て
み
よ
う
。
も

し
教
育
の
収
益
性

⑶（
Ｒ
ｏ
Ｒ
）を
主
観

的
に
よ
り
過
小
評
価
し
て
い
る
と
、
教

育
需
要
は
低
い
水
準
に
と
ど
ま
る
だ
ろ

う
。
ま
た
、
同
図
の
よ
う
に
初
等
・
中

等
教
育
の
過
小
評
価
と
高
等
教
育
の
過

大
評
価
が
合
わ
さ
れ
ば（
エ
リ
ー
ト
主

義（
偏
向
）、参
考
文
献
③
）、中
等
教
育

需
要
は
更
に
減
少
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

こ
の
場
合
、
教
育
の
収
益
性
に
対

す
る
情
報
の
不
確
実
性
を
緩
和
し
て
い

く
こ
と
が
ひ
と
つ
の
鍵
と
な
る
。
対
策

の
一
例
と
し
て
、
至
っ
て
シ
ン
プ
ル
で

あ
る
が
、
情
報
の
共
有
（inform

ation 
shar ing

）
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
が
あ
る
。

ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
を
事
例
に
、
教
育
を

終
え
た
世
代
の
中
等
教
育
・
大
学
の
学

歴
の
有
無
が
現
実
に
所
得
の
違
い
に
つ

な
が
っ
て
い
る
と
い
う
情
報
を
子
ど
も

た
ち
と
共
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼

ら
の
そ
の
後
の
中
等
教
育
就
学
が
増
加

し
た
と
い
う
実
証
研
究
が
あ
る
（
参
考

文
献
⑤
）。
ま
た
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
で
も
、

実
際
の
成
功
例
（
ロ
ー
ル
・
モ
デ
ル
）

を
共
有
す
る
こ
と
で
同
様
の
効
果
に
つ

な
が
る
と
さ
れ
て
い
る
（
参
考
文
献
⑨
）。

就
学
し
た
経
験
が
な
け
れ
ば
、
反
実

仮
想
と
し
て
の
就
学
し
た
姿
を
想
像
す

る
こ
と
は
極
め
て
難
し
い
。
教
育
へ
の

主
観
的
な
期
待
の
下
方
バ
イ
ア
ス
を
修

正
す
る
情
報
共
有
を
図
る
だ
け
で
需
要

創
出
効
果
が
あ
る
と
い
う
研
究
結
果
に

は
、
今
後
の
可
能
性
を
予
感
さ
せ
る
。

●
中
等
教
育
普
及
の
課
題

―
供
給
面
―

需
要
サ
イ
ド
の
問
題
を
解
決
し
て
も
、

教
育
の
供
給
が
質
量
と
も
に
と
も
な
っ

て
い
な
け
れ
ば
普
及
が
進
ま
な
い
。
中

等
教
育
は
初
等
教
育
に
比
べ
て
、
学
習

内
容
は
専
門
化
・
抽
象
化
・
複
雑
化
す

る
。
教
授
体
制
は
学
級
担
任
制
か
ら
教

科
担
任
制
と
変
わ
り
、
そ
れ
だ
け
専
科

の
教
員
が
必
要
と
な
る
。
し
か
し
、
途

上
国
に
お
い
て
後
期
中
等
教
育
や
高
等

教
育
を
修
了
し
た
教
師
を
継
続
的
に
確

保
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
ま
た
、

暗
記
な
ど
単
純
な
教
授
法
に
慣
れ
親
し

ん
で
し
ま
っ
た
場
合
、
そ
の
よ
う
な
教

授
法
が
次
世
代
で
再
生
産
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
る
。
教
育
普
及
が
遅
れ
て
い
た

と
い
う
こ
と
は
、
教
員
養
成
体
制
の
未

発
達
を
も
示
唆
す
る
。

教
育
の
質
の
保
障
に
は
、
ひ
と
つ
に

は
教
師
の
役
割
が
重
要
で
あ
る
。
こ
こ

に
は
先
進
国
の
経
験
に
大
き
く
期
待
が

図 4　主観的収益性のギャップ

（出所）参考文献③⑤⑨の議論を参考に筆者作成。
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か
か
っ
て
い
る
。
日
本
は
、
例
え
ば
国

際
協
力
機
構
と
教
育
学
系
大
学
が
連
携

し
て
、
教
員
養
成
の
面
か
ら
途
上
国
に

国
際
協
力
を
展
開
す
る
試
み
が
な
さ
れ

て
い
る

⑷
。
ま
た
日
本
は
、
理
数
科
教

授
法
・
教
員
養
成
や
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の

支
援
が
得
意
で
あ
る
。
そ
の
一
例
と
し

てe-Education
が
あ
り
、
今
後
の
行

方
が
注
目
さ
れ
る
（
コ
ラ
ム
参
照
）。

ま
た
、
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
問
題
も
深
刻

で
あ
る
。
途
上
国
で
は
職
業
高
校
の
必

要
性
が
先
進
国
以
上
に
高
い
も
の
の
、

植
民
地
時
代
か
ら
の
学
歴
観
や
世
界
大

に
普
遍
化
し
て
い
る
高
学
歴
主
義
に
よ

り
、
普
通
高
校
の
人
気
が
高
い
。
こ
れ

が
ミ
ス
マ
ッ
チ
に
つ
な
が
り
、
と
き
に

質
の
低
い
高
等
教
育
を
拡
大
さ
せ
る
圧

力
と
な
っ
て
い
る
。
社
会
ニ
ー
ズ
に

マ
ッ
チ
し
た
中
等
教
育
の
あ
り
方
を
検

討
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
就
学
率
と
い
う
意
味
で
は

中
等
教
育
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
伸
び
て
き

た
ア
ジ
ア
地
域
を
中
心
に
教
育
改
革
が

推
進
さ
れ
て
い
る
（
ミ
ャ
ン
マ
ー
や

フ
ィ
リ
ピ
ン
が
代
表
例
）。
教
育
制
度

を
国
際
標
準
に
収
斂
さ
せ
、
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
に
は
レ
リ
バ
ン
ス
（relevance

）、

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（com

petency

）、

二
一
世
紀
型
ス
キ
ル
な
ど
が
求
め
ら
れ

て
い
る
（
参
考
文
献
⑫
）。
他
方
で
少

数
民
族
や
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
多

様
性
・
個
別
性
へ
の
配
慮
や
近
代
西
洋

的
学
校
制
度
そ
の
も
の
を
相
対
化
し

て
い
く
こ
と
（
参
考
文
献
⑮
）、
ノ
ン

フ
ォ
ー
マ
ル
教
育
や
成
人
教
育
も
追
求

す
る
べ
き
だ
と
い
う
動
き
も
あ
る
。
こ

れ
ら
の
内
実
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
ど

う
両
立
さ
せ
て
い
く
か
、
継
続
的
な
教

育
学
的
議
論
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

●
結
び
―
今
後
の
動
向
―

二
〇
一
四
年
五
月
、
オ
マ
ー
ン
で
グ

ロ
ー
バ
ル
Ｅ
Ｆ
Ａ
会
合
が
開
催
さ
れ
、

七
つ
の
目
標
が
確
認
さ
れ
た
（
マ
ス

カ
ッ
ト
合
意
）。
こ
の
中
で
、
直
接
的

に
中
等
教
育
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
、

全
て
の
子
ど
も
た
ち
に
少
な
く
と
も
九

年
間
の
無
償
義
務
教
育
を
実
現
す
る
こ

と
、
多
く
の
青
少
年
の
後
期
中
等
教
育

や
高
等
教
育
を
目
指
す
こ
と
が
目
標

と
し
て
述
べ
ら
れ
た
（
参
考
文
献
⑧
）。

最
終
的
に
は
二
〇
一
五
年
に
韓
国
・
仁イ

ン

川チ
ョ
ンで

ポ
ス
ト
二
〇
一
五
ア
ジ
ェ
ン
ダ
が

策
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

こ
の
よ
う
に
中
等
教
育
が
明
示
的
に
目

標
に
取
り
込
ま
れ
た
こ
と
は
、
ポ
ス
ト

二
〇
一
五
に
は
初
等
教
育
以
後
―
中
等

教
育
・
高
等
教
育
へ
の
開
発
協
力
の
重

要
性
が
高
ま
る
こ
と
を
予
感
さ
せ
る
。

中
等
教
育
に
よ
っ
て
初
め
て
個
別
の

科
学
や
学
芸
に
ふ
れ
、
生
徒
が
知
へ
の

興
味
を
い
だ
く
契
機
と
な
る
可
能
性
が

あ
る
。
ま
た
、
他
の
教
育
段
階
と
労
働

市
場
の
す
べ
て
に
接
続
し
て
い
る
中
等

教
育
の
波
及
効
果
は
大
き
い
だ
ろ
う
。

中
等
教
育
を
中
間

0

0

で
は
な
く
中
心

0

0

と
し

て
再
評
価
さ
れ
、
同
分
野
へ
の
支
援
・

研
究
が
一
層
強
化
さ
れ
て
い
く
こ
と
を

期
待
し
た
い
。

（
お
か
べ　

ま
さ
よ
し
／
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所　

出
版
企
画
編
集
課
）

※
執
筆
に
あ
た
り
、牟
田
博
光
名
誉
教
授

よ
り
貴
重
な
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い

た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

《
注
》

⑴
一
部
途
上
国
で
は
一
貫
制
の
場
合
も
あ
る
。

⑵
そ
の
後
、
オ
ポ
ル
ト
ゥ
ニ
ダ
デ
ス
と
改
称
。

⑶
収
益
率
の
測
定
は
教
育
経
済
学
、
労
働
経
済
学
の

古
典
的
か
つ
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
よ
く
用
い
ら
れ

る
手
法
は
「
ミ
ン
サ
ー
方
程
式
」
と
い
う
賃
金
関
数

の
推
定
で
あ
る
。
賃
金
をw

、
教
育
年
数
をS

、
そ

の
他
の
説
明
変
数X

と
係
数

の
線
形
結
合
をX

と
し
、ln

w=ρ
S+
X

+
u

と
い
う
回
帰
分
析
を
行
い
、

収
益
率ρ

の
推
定
を
め
ざ
す
。

⑷
例
え
ば
、
官
民
学
協
働
の
事
例
と
し
て
「
モ
ン
ゴ

ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（http://w

w
w
.u-gakugei.

ac.jp/~m
ongolia/about.htm

l

）
参
照
。
他
に
も
、

日
本
か
ら
理
数
科
教
育
や
遠
隔
教
育
分
野
を
中
心
と

し
て
数
多
く
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実
施
さ
れ
て
き
て

い
る
。
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